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会社概要

■テルペン樹脂事業
　（テルペン系樹脂）

■化成品事業
　（合成香料原料、テルペン溶剤、ワックス）

■ホットメルト接着剤事業
　（ホットメルト接着剤）

■ラミネートフィルム事業
　（光沢ラミネートフィルム）

中長期的経営方針／財務ハイライト／部門別状況

環境・安全に関する基本方針／推進体制

【目標達成状況】
2017年度の具体的目標と実績／
コラム「自家燃料ボイラーによる省エネ（福山工場）」

エネルギー使用量／CO２排出量／
大気汚染物質の排出量／水質汚濁物質の排出量／
産業廃棄物処理委託量／PRTR対象物質の排出・移動量

【安全衛生への取り組み】
労働災害発生件数の推移／休業災害度数率の推移／
安全衛生表彰／安全衛生・環境に関する資格の保有者数

【株主・投資家の皆様への取り組み】
株主総会／ IR活動／株主還元

【従業員への取り組み】
仕事と家庭の両立支援／健康管理

【地域社会への取り組み】
スポーツ支援／地域防災への参加／交通安全啓発活動／
清掃活動

本報告書に関するご意見・ご質問は上記までお願いいたします。

●報告対象範囲
ヤスハラケミカル株式会社管理部門及び生産拠点

●報告対象期間
2017年4月～2018年3月（一部期間外のトピックスを含みます）

●次回発行予定 ※2019年6月発行予定です。

●発行担当部署
ヤスハラケミカル株式会社　社長室
TEL（0847）45-3531（ダイヤルイン）
FAX（0847）45-8639

編集方針

ヤスハラケミカルは、企業活動全般を通じて、持続可能で豊かな暮らしの実現を目指して
います。当社の理念に基づく取り組みをご報告し、より多くの方々にヤスハラケミカルの
事業活動を知っていただくことを目的に2008年より、環境報告書を発行してきました。
2016年からはタイトルを「環境・社会報告書」と改め、地域社会での活動などの社会性報告
に加え、経営ビジョンや財務情報についてもご報告しています。
当社は、人や環境にやさしい天然素材の原材料を活かした製品を開発・提供することは
もとより、資源調達から製造、流通、販売まであらゆる企業活動において環境への配慮を
行っています。また、お客様、お取引先様、株主・投資家の皆様、従業員、地域社会を大切な
パートナーと考え、様々な社会活動を続けています。
今後も、パートナーの皆様からのご意見を伺いながら、さらに情報の拡充を図り、よりわかり
やすい報告書へと進化させてまいります。

「環境・社会報告書2018」の発行について
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ヤスハラケミカル～私たちの考え方～

自然の恵みと科学技術を融合させる独創企業として、
産業と生活の向上につながる活動領域をひろげます。
テルペン化学で培った創造と挑戦の精神をもって、自然界の無限の可能性を引き出し、

産業への高品質･高付加価値品の安定供給を通して、社会の発展、便利な暮らし、心豊

かな暮らしに貢献します。

基本理念

CO2

CO2
CO2

ヤスハラ製品

光合成

末端製品・最終製品

再生可能な
資源

テルペン テルペンテルペン熱回収熱回収

私たちは、従来利用されていなかったものに原
料としての有効性を見出し、「社会に還元する」
精神のもと高付加価値な製品を提供してきまし
た。今後も、事業活動を通じて、社会の発展、持
続可能な暮らしの実現を目指してまいります。

ヤスハラケミカルの目指すところ

ヤスハラケミカルは環境にやさしい天然由来の
「テルペン」を主原料とする化学メーカーで、粘・
接着剤、ゴム・プラスチックの改質剤、香料、塗
料の添加剤などの工業原料を製造しています。

ヤスハラケミカルの紹介
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粘着テープ

ラップ
タイヤ

松脂や松のチップなどから得られるテレビン油と、オレンジジュース製造の副産物であるオレンジオイルを原料として、
各種テルペン成分を分離精製しています。それらを付加価値の高い製品へと加工し、国内はもとより広く世界へ送り
出しています。高い技術力から生まれる製品は、海外でも高い評価を得ています。

ヤスハラケミカル　テルペンから生まれる製品

自社で生産したテルペン樹脂からホットメルト接着剤事業を、ホットメルト接着剤事業からラミネートフィルム事業
を展開しています。原料であるテルペン樹脂の特徴を活かした製品開発が当社の強みであり、環境にやさしく、高品質
な製品をご提供いたします。

植物
精油

松脂の蒸留、オレンジの果皮の
圧搾・蒸留により、分離・精製

松 オレンジ

天然素材であるテルペンを主原料
としており、粘・接着剤用の粘着付
与剤、ゴム・プラスチック等の改質剤
として、幅広い用途に利用されてい
ます。

テルペン樹脂

テルペン樹脂を利用し、ダンボール
包装用接着剤、日用雑貨用接着剤、
フィルターなどのアッセンブリー用接
着剤、ゼリー容器などの蓋材向け押
出し加工用樹脂を製品化しています。

ホットメルト接着剤

ゼリー容器や
カップ麺容器の蓋材

エアフィルター

輸入

植物の体内で作られる物質で、松の木から採取される「テレビン油」やオレンジなどの柑橘類の皮から採取
される「オレンジオイル」に多く含まれています。テルペンは、将来の枯渇が心配される石油資源とは異なり、
植物が太陽の恵みをもとに繰り返し作り出すことができる再生可能な貴重な資源です。

ラミネートフィルム

ホットメルト接着剤

化成品

テルペン樹脂

精留などのコア技術により、
各テルペン類は分類され、
原料として使用されます。

テルペン

「テルペン」
とは？

ダンボール包装
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オレンジオイル、テレビン油を
精製・異性化して得られるテル
ペン誘導体を香料原料、溶剤、
洗浄剤等に展開しています。

化成品

製本の光沢やショッピングバッグなどの艶出し用フィ
ルムとして使用されます。OPPやPETフィルムにホット
メルト接着剤などの接着樹脂を押出し塗工しており、
熱圧着することで貼り合わせることができます。

ラミネートフィルム

ショッピングバッグ
出版物

芳香剤

積層セラミックコンデンサ（MLCC） 洗浄剤

当社の作り出す製品は、
世界各地の人々の暮らしに
役立っています。

国内・海外の
お客様へ
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（※1） 詳細はP.11 特集②「新居浜工場における生産効率向上の取り組み」をご参照ください。（※2） 詳細はP.9 特集①「事務部門業務の標準化・効率化」をご参照ください。

知のレベルアップにより現場力を高め、
さらに強い組織をつくります。

こうした取り組みは、現場の中に潜む改善のヒントを表面
化させる機会になります。毎日当たり前だと思ってやってきた
ことが、ほかの人の目で見ると別のやり方が見えたり、気づ
いていたけど言えなかったことが、他の人とコミュニケーショ
ンをとることで表面にあらわれたり、改善につながります。
そうした積み重ねこそが、現場力の強化といえます。

　
経営環境が厳しさを増す中、ヤスハラケミカルがこれから

も世界で戦っていくには、社員一人ひとりの知のレベルアップ
を図り、現場力を強くしていくことが、なによりも大切だと考
えています。
知のレベルアップには、より多くの本を読むことしかありま

せん。本を読み知識の幅を広げると、様々な場面で問題点や
不足していることなどに気づきやすくなります。そして、それ
らの疑問や課題を解決していくために考えるようになりま
す。そうした行為が、本質を見極める目を磨くことになり、ボ
トムアップにつながります。会社は、社員が知のレベルアップ
を図れるように、業務の標準化や効率化を推進し、人材の
適正配置を行います。
一方、トップダウンとして部門長などの上層部には、全体を

俯瞰する力を高めることを求めています。部門長が現場全体
を俯瞰した上で進むべき方向性を示し、それを全社員が共有
することで、現場力はさらに強くなるはずです。
知のレベルアップを図りながら、現場力をより強くすること

で、ヤスハラケミカルの組織力をさらに高めていきたいと
考えています。

この1年を振り返ると、国内も海外も「景気は悪くない」
状態にあります。
この景気状況は、今年から来年にかけても続くでしょう

が、来年導入される消費税率引き上げによる影響から需要が
そがれ、オリンピック後、景気は後退局面に入る可能性もあ
ります。だからこそ何が伸びていて、なぜ伸びているのかを
注意深く分析することが大切です。
例えば今、台湾、韓国、日本で半導体の生産が伸びていま

すが、その伸びを支えているのはパソコンやスマホといった
従来型の需要だけではなく、冷蔵庫などの白物家電におけ
る半導体需要の増加です。これらの製品では5年前に比べて
半導体の使われる比率が大きく増えています。また半導体の
需要で言えば、将来の需要増加を見越して、中国は自国での
半導体生産体制を整えようとしており、そのため日本から半
導体の製造機器輸出が増えています。
これらの需要は従来型ではないため表面的には見えてい

ませんが、注視しておくことは重要です。経済的に厳しい局面
を迎えた時に、見えない部分に強みを持つ企業は残ります。
当社としては、そうした企業や需要に対応できる体制を、今
から整えておく必要があります。

日本では昨今、各分野で人手不足が表面化していますが、
水面下ではかなり前からわかっていました。ヤスハラケミカル

では、限られた人数でも安定的に高品質な製品を供給する
ため、10年前から生産設備の統廃合を進めるとともに、生産
効率の向上を目指してきました。
それでも働く人の年齢は毎年上がっていくため、知識や技

能を、次世代につなげていくことも考えておかなければいけ
ません。そこで近年は、現場の作業や工程をもう一度見直
し、生産効率を高めていく改善活動に重点的に取り組んで
います。（※1）

毎日同じ業務を続けていると、それを繰り返すことだけに
集中してしまう危険性があります。業務改善への取り組み
は、この作業は何のためにやっているのかを再確認したり、
もっと良い方法はないかと視点を広げるための手段でもあり
ます。当たり前だと思っていたことも、現場で注意深く見直す
ことで、新たな発見もあるのではないかという発想から、業
務改善への取り組みをエンドレスで続けています。

生産効率の向上や技術継承は、生産現場である工場はもち
ろん、事務部門でも必要との考え方から、このたびISO27001
認証取得に取り組みました。（※2）

本来ISO27001は「情報セキュリティマネジメントシステ
ム」に関する国際規格ですが、これを取得するには業務の標
準化と効率化が欠かせないため、事務部門の生産性向上の
手段として認証取得を利用したのです。取得にあたり、業務
内容をスピーディーに改革していくには、社内だけで進める
より、外部からの客観的な評価や提案があるほうが実効性
が高いとの判断から、全事務部門からのスタッフとともに専
門のコンサルタントを交えたプロジェクトチームを結成して
進めました。

生産現場での改善活動の徹底により、
生産効率向上と技術継承に取り組んでいます。

ISO27001認証取得プロジェクトを活用して、
事務部門全体の標準化と効率化を進めています。

［ TOP MESSAGE ］

見えない部分に強みがある企業は
必ず生き残ります。
ビジネスではそれを見極める目が大切です。
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ヤスハラケミカル株式会社
代表取締役社長

Teiji Yasuhara

こうした取り組みは、現場の中に潜む改善のヒントを表面
化させる機会になります。毎日当たり前だと思ってやってきた
ことが、ほかの人の目で見ると別のやり方が見えたり、気づ
いていたけど言えなかったことが、他の人とコミュニケーショ
ンをとることで表面にあらわれたり、改善につながります。
そうした積み重ねこそが、現場力の強化といえます。

　
経営環境が厳しさを増す中、ヤスハラケミカルがこれから

も世界で戦っていくには、社員一人ひとりの知のレベルアップ
を図り、現場力を強くしていくことが、なによりも大切だと考
えています。
知のレベルアップには、より多くの本を読むことしかありま

せん。本を読み知識の幅を広げると、様々な場面で問題点や
不足していることなどに気づきやすくなります。そして、それ
らの疑問や課題を解決していくために考えるようになりま
す。そうした行為が、本質を見極める目を磨くことになり、ボ
トムアップにつながります。会社は、社員が知のレベルアップ
を図れるように、業務の標準化や効率化を推進し、人材の
適正配置を行います。
一方、トップダウンとして部門長などの上層部には、全体を

俯瞰する力を高めることを求めています。部門長が現場全体
を俯瞰した上で進むべき方向性を示し、それを全社員が共有
することで、現場力はさらに強くなるはずです。
知のレベルアップを図りながら、現場力をより強くすること

で、ヤスハラケミカルの組織力をさらに高めていきたいと
考えています。

この1年を振り返ると、国内も海外も「景気は悪くない」
状態にあります。
この景気状況は、今年から来年にかけても続くでしょう

が、来年導入される消費税率引き上げによる影響から需要が
そがれ、オリンピック後、景気は後退局面に入る可能性もあ
ります。だからこそ何が伸びていて、なぜ伸びているのかを
注意深く分析することが大切です。
例えば今、台湾、韓国、日本で半導体の生産が伸びていま

すが、その伸びを支えているのはパソコンやスマホといった
従来型の需要だけではなく、冷蔵庫などの白物家電におけ
る半導体需要の増加です。これらの製品では5年前に比べて
半導体の使われる比率が大きく増えています。また半導体の
需要で言えば、将来の需要増加を見越して、中国は自国での
半導体生産体制を整えようとしており、そのため日本から半
導体の製造機器輸出が増えています。
これらの需要は従来型ではないため表面的には見えてい

ませんが、注視しておくことは重要です。経済的に厳しい局面
を迎えた時に、見えない部分に強みを持つ企業は残ります。
当社としては、そうした企業や需要に対応できる体制を、今
から整えておく必要があります。

日本では昨今、各分野で人手不足が表面化していますが、
水面下ではかなり前からわかっていました。ヤスハラケミカル

では、限られた人数でも安定的に高品質な製品を供給する
ため、10年前から生産設備の統廃合を進めるとともに、生産
効率の向上を目指してきました。
それでも働く人の年齢は毎年上がっていくため、知識や技

能を、次世代につなげていくことも考えておかなければいけ
ません。そこで近年は、現場の作業や工程をもう一度見直
し、生産効率を高めていく改善活動に重点的に取り組んで
います。（※1）

毎日同じ業務を続けていると、それを繰り返すことだけに
集中してしまう危険性があります。業務改善への取り組み
は、この作業は何のためにやっているのかを再確認したり、
もっと良い方法はないかと視点を広げるための手段でもあり
ます。当たり前だと思っていたことも、現場で注意深く見直す
ことで、新たな発見もあるのではないかという発想から、業
務改善への取り組みをエンドレスで続けています。

生産効率の向上や技術継承は、生産現場である工場はもち
ろん、事務部門でも必要との考え方から、このたびISO27001
認証取得に取り組みました。（※2）

本来ISO27001は「情報セキュリティマネジメントシステ
ム」に関する国際規格ですが、これを取得するには業務の標
準化と効率化が欠かせないため、事務部門の生産性向上の
手段として認証取得を利用したのです。取得にあたり、業務
内容をスピーディーに改革していくには、社内だけで進める
より、外部からの客観的な評価や提案があるほうが実効性
が高いとの判断から、全事務部門からのスタッフとともに専
門のコンサルタントを交えたプロジェクトチームを結成して
進めました。

ボトムアップとトップダウンを
組み合わせることで組織力を強化します。
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経営分野

収益性
改善

新規開拓グローバル
展開

人のチカラ

新興国市場など成長
を取り込める事業を展
開している顧客を重点
的かつ積極的に探索す
ることで、海外市場の
新規開拓と拡大を目指
します。

研究開発と事業化の
加速を図りながら、付
加価値の見込める分
野、用途を積極的に開
拓します。

収益性改善

グローバル展開 新規開拓

高収益製品の売上増加、工場の合理化推進を図ることにより、
利益を創出する収益構造を確立します。

中長期的経営方針
当社は、設備と人の両面から、体質改善による基盤強化を推進しています。中長期的経営方針としては、収益性改善、
新規開拓、グローバル展開を掲げ、積極的に取り組んでまいります。

中長期的経営方針で掲げた目標を達成するためには、「人のチカラ」が最も重要であることを強く認識しています。そのため、
社員の意識改革に繋がる教育投資、自律型人材育成を積極的に推進してまいります。ヤスハラケミカルは、従業員一人ひとり
が筋肉質になることを目指しています。筋肉質であるためには、例えば、情報をただ集めるだけではなく、読書などにより知識
を増やし、情報を編集する力を身につけることが必要です。知識が増えると、視野が広がり、創造性が育まれ、競争に負けない
力を発揮できるようになると考えています。長期的視点に立って、「人のチカラ」を伸ばしていきます。

「人のチカラ」
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ラミネートフィルムホットメルト接着剤

化成品テルペン樹脂

【部門別状況】

◉経常利益の推移 ◉部門別売上比率（2017年度）
ラミネートフィルム

ホットメルト
接着剤

化成品

2013 2014 2015 2016 2017
（年度）

財務ハイライト

（百万円）

（年度）
2013 2014 2015 2016 20170

2,000

4,000

8,000

6,000

（百万円）

（年度）
2013 2014 2015 2016 2017

3,6043,6043,6043,604

6,4866,4866,4866,486

0

2,000

6,000

4,000

8,000

テルペン
樹脂

（百万円）

0

2,000
4,000

6,000

8,000
10,000
12,000

14,000

2013 2014 2015 2016 2017
（年度）

（百万円）

0

200

400

600

800
1,000

1,200
1,400

◉売上高の推移

◉売上高の推移 ◉売上高の推移

◉売上高の推移 ◉売上高の推移

11,329
12,084

12,928

24,189

1,05611,50412,247

20,733 21,678

43

（百万円）

（年度）
2013 2014 2015 2016 20170

2,000

6,000

4,000

8,000

（百万円）

466 462 385 324471

（年度）
2013 2014 2015 2016 20170

2,000

4,000

8,000

6,000

2.5％

50.2％

27.9％

19.4％

2013 2014 2015 2016 2017
（年度）

（円）

0

20

40

60

80

100

◉1株当たり純利益 ◉総資産／自己資本比率 ◉現金及び現金同等物の期末残高

29

6

81

59

2013 2014 2015 2016 2017
（年度）

（百万円）

0

2,252

3,121

1,000

2,000

3,000

4,000

2013 2014 2015 2016 2017
（年度）

（百万円） （％）

5,6975,697 5,6215,6216,1536,153
5,4335,433

3,3533,353 3,0383,038 3,2863,2862,8492,849

21,791

77.3

21,682

80.6

自己資本比率総資産

近年は、環境対応製品や自
動車関連部品、光学、医療
などの高付加価値分野の
ほか、高い再生可能資源使
用率や耐候・耐熱性といっ
た特徴が活かされる分野の
開拓に注力しています。

本事業の収益性向上のため、
電子部品向け溶剤や特殊
化学品の拡販と、環境対応
分野や生理活性分野など
テルペン類の機能が活かせる
用途開拓に努めるとともに、
生産設備の合理化を推進
しています。

熱安定性の良い包装用接着
剤の展開と、透明性が高く、
加工性の優れた食品包材用
押出し樹脂の実用化を進め
ています。また、海外法規制
対応品の開発・製品化を
進めています。

本事業の収益性向上のため、
不織布に筋状コーティング
した通気性のあるラミネー
ト材の用途探索を行って
います。また、機能性を付与
した製品の開発を行って
います。
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これまで事務部門では、各部署の仕事にあわせて、業務プ
ロセスの管理も書類管理も個々の方式で行われていました。
そうした体制のままでは、従業員間で仕事量に差が生じるこ
ともあれば、人事異動で新しい部署に就いた従業員がこれま
でと異なる方式に慣れるのに時間がかかるといった問題が
出てきます。
そこで、より柔軟な組織運営には、思い切って業務を標準化

し、それぞれの業務内容を見直すことで効率化を図る必要が
あると考え、ISO27001認証取得を目指すことにしました。
ISO27001は本来「情報セキュリティマネジメントシステ

ム（ISMS）」に関する国際規格ですが、この認証を取得するた
めには業務の標準化を進める必要があります。認証取得・維
持のためのプロセスが、狙いとする業務の標準化・効率化を
促し、最終的には組織力の強化につながると考えたのです。

業務の標準化

●業務プロセスの可視化・ルール化
●情報管理・伝達のルール化
●内部監査・内部統制への対応

●ムダ（時間、労力）の削減
●業務効率の向上
●不正や人事異動時のリスクへの対応

●付加価値の高い業務へのシフト
●問題解決型の業務へのシフト
●個人スキル向上機会の創出

事務部門業務の標準化・効率化

組織力アップ
業務の効率化

◉ISO27001認証取得を目指した背景

1特集

2018年3月、情報セキュリティマネジメントシステムに関する
国際規格ISO27001認証を取得しました。
認証取得にあたっては、総務部情報システム課が推進事務局となり、
事務部門を横断したプロジェクトチームを結成。
認証取得プロジェクトの背景と効果、今後の展開についてご報告します。

業務の標準化・効率化を目的として
ISO27001認証を取得しました。

事務局  プロジェクトリーダー
総務部情報システム課　課長

事務局
総務部情報システム課

藤岡 裕士 加藤 愛子

複写複写
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認証取得はみんなに納得して協力してもらわないと前に進まないので
すが、それには自部署の人に、取得の目的や作業の進め方などを、丁寧に
説明することが重要になります。しかし部署内のだれもが初めてのこと
で、最初はどう説明すればよいのかわからず、とまどうこともありました。
その後、プロジェクトメンバー同士で相談しながら、月単位の作業内容を文
書化して配布したり、プロセスが進むごとに部内の人に集まってもらって合意
形成を図ったりなどして、徐 に々スムーズに進められるようになりました。
2018年度は各部署で業務マニュアルづくりを行うことになっています。
これができると、異動時の引き継ぎも容易になり、柔軟なローテーション
が可能になります。また、業務の属人化が解消され、休暇時などにお互い
の仕事をフォローし合える体制ができますので、より働きやすい環境に
なると思います。

作業のマニュアル化を進め、より働きやすい環境を目指します。

2017年3月、認証取得に向けた検討を開始しました。1年とい
う短期間での認証取得のためには、必要作業を全事務部門が認
識・共有した上で、各部署で必要作業を確実に展開していくこと
が鍵となります。そこで、各部署の従業員を集め、部署を横断し
たプロジェクトチームを結成しました。また、コンサルタントを活
用し、外部の視点を確保しました。

月に1回のペースでミーティングを開催し、推進事務局からは
必要作業の連絡指示と、各部署における進捗状況の確認を行い
ました。チームで一致団結し、情報セキュリティマネジメントシス
テム（ISMS）体系の整備を着実に行った結果、2018年3月に認
証を取得できました。

ISO27001認証取得により、文書管理のセキュリティ統
制が進み文書管理が徹底されることから、対外的には会社
としての信頼性が向上するというメリットがあります。
プロジェクトに参加したメンバーにとっては、それぞれの

部署を取りまとめる難しさを認識し試行錯誤することで組織
人として成長する貴重な経験になったと思います。また、メ
ンバー同士が、共通の課題解決に向けて、コミュニケーショ
ンを深めたことは、組織の活性化につながったと思います。

ISO27001認証維持には、年に一度の外部審査が必要で、
事前に内部監査を行う必要があります。そのため運用、見直
し、フィードバックを繰り返すPDCAサイクルを構築し、継続
的な改善が行われるようにしていきます。まずは管理職の理
解を深め、PDCAサイクルの習慣化を図っていきます。
そして認証維持の取り組みの中で、部署を超えて気軽に話

すことのできる風土を浸透させたいと考えています。また、従
業員が効率化によって生じた時間を使ってスキルアップでき
るような仕掛けづくりをしていきます。

プロジェクトメンバーインタビュー

◉認証取得のメリットとプロジェクトの効果

◉認証取得に向けてプロジェクトチームを結成

◉今後の展開

総務部人事課
保井 味左恵

4月3月 5月 2月1月 3月6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2017年 2018年

プロジェクトの立ち上げ
ISMS体系の確認
現状調査（情報システム資源、セキュリティ環境の調査）
ISMS体系の整備
認証要求事項の確認、改善
内部監査
本審査
認証取得

経理部経理課
沖津 涼子

【認証取得までのスケジュール】

●

●
●
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新居浜工場における生産効率向上の取り組み2特集

新居浜工場はヤスハラケミカルの主力と言える生産拠点で、
この工場での生産性は全社的に大きなインパクトを持ちます。
より生産効率を高めるための新居浜工場の運営方針と
改善への取り組み事例についてご紹介します。

田中　工場の使命は、操業を止めることなく、高い品質と生産性を
両立させることにあります。そのために、まずは「安全」を追求
しながら、「ルールを守る」ことを重点的に取り組んでいます。
具体的には、班長を中心にした体制を構築し、連絡や報告の基
本となる「復唱・復命」を徹底するようにしています。かつては班
長も、現場の中で班員と同じように実務を行っていたのですが、
それでは班全体へ目が十分に行き渡らないこともあります。
そこで数年前より班長は実務から離れて、班全体のマネジメント
業務に集中できる体制を整えています。
その結果、2017年は一年間、無事故・無災害を達成することが
できました。

河野　日常業務の中で何かトラブルが発生すると、迅速に対応
することを優先し担当部署に直接連絡しがちですが、班長を経由
せず連絡するとトラブルの根本原因を工場全体で把握すること
が難しくなります。そこで、連絡や報告はまず班長に行うことを周知
しています。そうするとトラブルへの対応を含め班長がすべてを
把握し、各種会議や朝のミーティング時に適切な指示・報告が
でき、工場全体での共有化につながっています。
生産現場では、常に問題意識を持って仕事をすることが大切で
す。この設備はなぜこうなっているのかと考えることや、この設
備を別の仕事にも使えないかなど気づくことで生産性は向上し
ます。最近、自身の考えや気づきを自主的に発言したり、問題解
決の報告ができる人が増えてきましたが、それも「復唱・復命」や
情報交換を積極的に行っている成果だと思います。

　　生産性向上に役立った
　　改善の具体例を教えてください。

　　さらなる生産性向上のための
　　今後の課題や方向性を教えてください。

河野　これまで行った蒸気ボイラーの酸素濃度制御やオレンジ
オイル精留塔転用などは、高い省エネ効果を上げた事例です。
大きな設備改修を伴わない日々の改善活動も柔軟に行えるよ
う、2017年から課単位の提案から、テーマ単位のチーム編成
に切り替えたところ、業務改善活動がより活性化してきたと感
じています。
具体的には、バケットコンベアの樹脂こぼれ改善※やコンテナ
荷受け作業の安全性向上、高圧ガス配管・熱交換器の耐食金
属化などのテーマでの取り組みがあります。どれも、安全性の
向上や品質改善など、確かな成果を上げています。

田中　私は、生産性を高めるには、誰もが同じ作業を同じように
できることが大切だと考えています。そのため作業手順を見直し、
作業基準書の再整備を進めているのですが、この見直しには、
なるべく多くの人の参加を促しています。作業基準書の見直し
に関わると、実際の作業における問題点に気づきやすくなり、
それが新たな改善の機会になるという、いいスパイラルにつな
がるからです。
そして最終的には、「ルールを守る」ことを新居浜工場の文化
にしたいと考えています。

　　新居浜工場の生産効率向上に関する
　　基本方針をお聞かせください。

　　班長を中心とした「復唱・復命」はどのような取り組みですか？

「安全」を追求し「ルール」を徹底することで、
高い品質と生産性を両立させていきます。
「安全」を追求し「ルール」を徹底することで、
高い品質と生産性を両立させていきます。

1. 手順・基準の見直しとその教育の徹底　2. 復唱・復命の徹底と、班長を中心とした管理体制の構築

安全衛生、品質、環境、生産性及び工場運営全般において、継続的な改善を推進し、
成長し続ける工場の実現を目指す。

運営基本方針…

重点項目………

「ルールを守る」ことを
新居浜工場の文化にしたいと考えています。
新居浜工場 工場長 （左）田中 功二 製造課 課長 河野 全秀（右）

※次頁の「業務改善事例」をご参照ください。
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ビーズ状樹脂搬送工程では、バケットコンベアで15mの高さまで運んで充
填しますが、最上階の筐体水平部に樹脂ビーズがこぼれるため、定期的な高
所清掃が必要で、担当者にとって大きな負担となっていました。また、調査の
結果、樹脂こぼれは地上の筐体水平部でも起こることがわかり、生産スタッフ
と設備保全スタッフで業務改善グループを組み、改善に取り組み始めました。
地上水平部ではスクレーパーでバケットの内側に落とす工夫に加え、新た
な空気の流れをつくり小さな樹脂まで内側に落とし、こぼれを削減しまし
た。最も苦労したのは、最上階水平部でのこぼれの原因をつきとめることで
した。当初は風の影響だと考えて様々な対策をしたのですが効果が上が
らず、何度も最上階まで上って確認を行った結果、投入の際に小さな樹脂が
バケットの裏側に付着することを発見しました。バケットの裏面をエアブロー
し樹脂の付着を防ぐ対策で、清掃作業を大幅に削減しました。地上でも
最上階でも、改善に既存エアー設備を活用することで、少ない改修コストで
大きな効果が得られました。
新居浜工場内には古い設備も多く、改善により大きな効果が期待できる
箇所も多いと思います。テルペン樹脂生産設備内での手動作業を自動化
するなど、今後も様々な提案を行っていきたいと考えています。

生産と保全のスタッフがアイデアを出し合い、
バケットコンベアの樹脂こぼれを改善しました。

業務改善事例

業務改善
活動グループ
「ゴールド」
メンバー

業務改善活動グループ「ゴールド」のメンバー

小林 可南子

最上階

製品
ホッパー

5m

4m

充填振動
コンベア

造粒機

集じん

6m

1.5m
地下ピット

■ビーズ状樹脂搬送工程での改善概念図

ビーズ状の樹脂が
たまる場所

バケットコンベア

バケット

エアブローで
付着防止

スクレーパーと空気の流れで
バケットの内側に落とす

新居浜工場 
製造課

樹脂こぼれによるロスを 削減！40％
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環境・安全分野

《 環境・安全に関する基本方針 》

1 天然物の有効活用による安全で環境負荷低減型製品の開発により、各産業分野における地球
環境保護（省資源、リサイクル、健康有害物の排除など）の推進に貢献する製品を提供すること
で社会に貢献します。

2 製品の開発から廃棄に至るまでのライフサイクル全般にわたり、環境負荷の低減を図り、環境
保護に努めます。

3 無事故・無災害の操業を継続し、従業員と地域社会の安全を確保します。

4 原料、製品の安全性を確認し、従業員、物流業者、顧客など関係する人々への健康障害を
防止します。

全従業員は、この方針の重要性を認識し、法令、規格及び社内ルールを順守するとともに、常に
改善に努力すること。

2006年5月2日

ヤスハラケミカル株式会社　代表取締役社長 安原 禎二

ヤスハラケミカルは、人や環境にやさしい天然素材の原材料を活かした製品を開発・提供することはもとより、資源調達から製造、
流通、販売まであらゆる企業活動において環境への配慮を行うことで、持続可能で豊かな環境づくりに貢献していきたいと考えています。

推進体制
（事務局  品質環境保安室）環 境 安 保 会 議統括環境委員会

本社
（品質環境保安室） 新居浜工場 鵜飼工場 福山工場

技術一部
技術二課 総領工場 研究一部

技術二部
技術一部
技術一課

各安全衛生・環境委員会

ISO14001認証取得事業所
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目標達成状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2017年度の具体的目標と実績
ヤスハラケミカルでは、各工場での環境目標を数値設定、励行することで、事業活動全体における環境負荷の削減を推進しています。

環境活動の目標と実績

◎

×

◎

○

○

○

○

×

○

EMS認証取得3工場の
認証維持

産業廃棄物排出
原単位削減

産業廃棄物排出
原単位削減

化学物質
リスクアセスメントの

継続実施

化学物質
リスクアセスメントの

継続実施
化学物質

リスクアセスメントの実施

PRTR排出量削減PRTR排出量削減

休業災害・事故ゼロ休業災害・事故ゼロ

年1回発行年1回発行 6月発行

休業1件

廃棄物排出量削減廃棄物排出量削減

産業廃棄物排出
原単位前年度比13％削減

PRTR排出量
前年度比5%削減

廃棄物排出量
前年度比18％削減

エネルギー原単位
前年度比1％削減

エネルギー原単位
前年度比0.8%増加

エネルギー原単位
前年度比1％削減

CO2排出原単位
前年度比1％削減

CO2排出原単位
前年度比1％削減

CO2排出原単位
前年度比9%削減

EMS認証取得3工場の
認証更新

EMS認証取得3工場の
認証維持、

2015年版への移行
環境マネジメントシステム

（EMS）の推進

省エネルギーの推進

温室効果ガスの排出削減

産業廃棄物の削減

化学物質の適正管理

活動テーマ 評価2017年度目標 2017年度実績 2018年度目標

環境・社会報告書発行

災害・事故

◎目標を大幅に超えて達成　○目標を達成　×目標を達成できなかった

COLUMN

福山工場では、省エネルギーを目的に自家燃料ボイラーを2016年に1台、2017年に2台、合計3台設置しました。これにより、生産
プロセスから発生する副生油を蒸気ボイラーの燃料として有効活用できるようになりました。その結果、既存の重油ボイラーの
稼働を抑えることができ、エネルギー原単位で約9％の減少が見込まれます。

自家燃料ボイラーによる省エネ（福山工場）

2016年の1台目から設計・工事に携わっ
ています。2017年には、副生油のさらなる有効活用のた
め、2台追加しました。追加するにあたり、1台目で生じた設
計上の課題を改善するとともに、現場の声も反映しました。
現場のみなさんが使いやすいよう、さらなる安定稼働に向
けて努力していきます。

福山工場製造課　田邉  豊彰

VOICE
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

事業活動における環境配慮への取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エネルギー使用量 CO２排出量
2017年度は設備合理化や原料蒸留残渣のボイラー燃料
活用等によりエネルギー使用量は減少しましたが、一部製
品の生産量減少等によりエネルギー原単位は前年度比
0.8%増加しました。引き続き省エネルギーに努めます。

2017年度は原料蒸留残渣の活用等による燃料使用量削
減の結果、CO2排出原単位は前年度比9％減少しました。
引き続きCO2排出削減に努めます。

2017年度は一部製品の生産量減少等の影響により、PRTR
対象物質排出量は前年度比5%減少しました。引き続き
PRTR対象物質の排出・移動量の削減に努めます。

大気汚染物質の排出量 水質汚濁物質の排出量

PRTR対象物質の排出・移動量

2017年度は2015年度から実施している低硫黄燃料への転
換を継続し、硫黄酸化物排出量は減少傾向となっています。
引き続き大気汚染物質の排出削減に努めます。

2017年度は設備合理化をさらに進め、COD負荷量は前年
度比20％減少しました。引き続き水質汚濁物質の排出削
減に努めます。
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産業廃棄物処理委託量
2017年度は一部製品の生産量減少等の影響により産業廃
棄物が減少し、産業廃棄物排出原単位は前年度比13％減少
しました。引き続き産業廃棄物削減、有価物への転換等に
努めます。
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環境・安全分野

安全衛生への取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（件）

労働災害発生件数の推移 休業災害度数率の推移　

安全衛生表彰

ヤスハラケミカルは、安全を最優先に事業活動を行い、安全、健康そして快適な職場づくりに取り組んでいます。

永年にわたり安全衛生活動と災害防止活動に努めたことが評価
され、次のとおり工場や個人が関係団体から表彰されました。

安全衛生・環境に関する資格の保有者数
当社では、安全衛生・環境に関わる資格の積極的な取得に
努めています。
法的に定められた選任者は充足していますが、新入社員を
はじめとした若手従業員を中心に資格取得の推進を図り、
スキルアップにつなげています。

2017年7月、安全衛生活動が活発に行われていることが
認められ、福山工場として広島労働局長より奨励賞を受賞
しました。
働く人の安全を確保した、快適な職場環境が評価され、
大変名誉なことと思います。これは福山工場が掲げている
「安全・安心に働くことができる
工場」という点からの日頃の取り
組みが評価されたものです。
今後も安全衛生水準を向上さ
せる活動を積極的に推進して
いきます。 

0

1

2

3

4

5

6

2013 2014 2015 2016 2017（年）

1

5
2

2

3

2

1

1
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

2013 2014 2015 2016 2017（年）

3.56

3.82

1.95

0.000.00

1.40

2.19

1.231.32

休業災害 不休業災害 当社 化学工業（100～299人規模）

資格名称

公害防止管理者

エネルギー管理士

衛生管理者

特別管理産業廃棄物管理責任者

ボイラー技士・整備士

危険物取扱者

消防設備士

高圧ガス製造保安責任者

12

18

21

10

44

180

24

52

保有者数（名）

2017年度

※度数率は、100万延べ実労働時間当たりの労働災害による死傷者数で、
災害発生の頻度を表す。
※出典：厚生労働省「平成28年労働災害動向調査（統計表）一般産業第2表」
（平成29年10月3日公表）

表彰日

2017年5月19日 福山工場
門田 敏則

福山･笠岡地区
特別防災区域協議会　個人表彰

2017年7月7日 福山工場 広島労働局長表彰　奨励賞

2017年5月25日 新居浜工場
京野 英昭

日本ボイラ協会愛媛支部長表彰
優良ボイラー技士　表彰

2017年11月17日 新居浜工場
倉上 剛憲

日本ボイラ協会
優良ボイラー技士　表彰

表彰対象 表彰内容

※延べ人数

福山工場  工場長　 藤岡 辰樹

VOICE 広島労働局長表彰　奨励賞を受賞して
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社会分野

生産本部本部長　栗本 倫行

品質方針

お客様の満足と信頼をいただくために、
常にニーズに合った品質の製品を
経済的、安定的に提供します。

品質マネジメントシステムISO 9001を運用し、顧客満足向上、品質向上に努めています。ISO 9001は新居浜工場、福山工場、
鵜飼工場、総領工場を統合した範囲で取得しており、2018年3月にISO 9001:2015規格への移行審査を受けました。
品質保証活動を全社で推進するため、各工場で品質保証会議を定期開催し、お客様からのご要望やご指摘を共有するととも
に、工場の問題点などを明確にして解決策を協議しています。今後も製品品質の維持管理や改善に努めます。

ISO 9001
取得状況

適用工場 新居浜工場、福山工場、
鵜飼工場、総領工場

JCQA-0749

日本化学キューエイ株式会社

登録番号

認証機関

当社は、株主総会を株主の皆様との重要なコミュニケーショ
ンの場と考えており、より多くの株主の皆様にご出席いただ
けるよう、総会集中日を避けて開催日を設定するとともに、
株主総会招集通知の早期発送などを行っています。2017年
6月15日に開催した第59期定時株主総会には、約50名の株
主の皆様にご参加いただきました。総会後には近況説明会
を開催し、決算内容や業績予測について社長より説明を行
い、株主の皆様からのご質問に回答させていただきました。
今後もこうした直接対話の場を継続的に設けます。

株主・投資家の皆様に向けて、業績、経営戦略、その他当社を
ご理解いただくために有用な情報を、適時適切に開示してい
ます。ホームページ内の「IR情報」における迅速な情報発信に
加え、日々のお問い合わせへの対応等を通じて、株主・投資
家の皆様とのコミュニケーションの充実に努めます。

株主総会 IR活動

当社では中長期的な視点からの株主の皆様への利益還元を
重要な政策と位置付け、継続的かつ安定的な配当を実施し
ています。

株主還元

株主・投資家の皆様への取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お客様への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

品質管理

【品質保証体制】
品質管理
責任者

新居浜工場
技術一部 技術二課

福山工場
技術一部 技術一課

鵜飼工場
技術二部 総領工場品質環境保安室

生産本部
本部長

品質保証会議
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従業員への取り組み
仕事と家庭の両立支援

制度

育児休業制度 子が1歳に達するまで
（一定の場合は、最長2歳まで延長可能）

概要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域社会への取り組み
スポーツ支援

当社は、女子バレーボール市民クラブチーム「岡山シーガル
ズ」の応援を通じて、スポーツ振興に取り組んでいます。2017
年は9月に同チームによる府中バレーボール教室を共催する
など、地域に根ざした活動を展開しています。

地域防災への参加
新春恒例行事である2018年福山消防出初式に、当社からは、
甲種普通化学消防車により5名が出動しました。当社消防隊
は、危険物屋外タンク火災を想定した消火訓練に参加しました。

交通安全週間に合わせ、関係機関・団体と共同で街頭啓発
活動を行っています。地域の交通量の多い交差点等でチラ
シや啓発グッズをドライバーに手渡しし、安全運転を呼びか
けています。

交通安全啓発活動

地域社会の一員として、本社事務所、各工場周辺の清掃を
定期的に行っています。

清掃活動

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5名 3名

10名 11名育児短時間勤務制度 子が小学校3年生終了まで勤務時間を
9:00～16:00（または16:30）に短縮可能

ワークライフバランスの実現に向けて、育児休業制度、介護休業制度、育児短時間勤務制度などの支援制度の充実を図っており、多
くの従業員が活用しています。

当社は、従業員のメンタルヘルス対策、健康管理を積極的に推進しています。
希望者を対象に産業保健スタッフによる健康面談を実施しているほか、2017年はメンタルヘルスに関する研修を実施しました。
メンタル不調の一次予防として開催したセルフケア研修には、従業員の約9割が参加し、自身のストレスへの対応について理解を
深めました。また、管理職を対象としたラインケア研修を開催し、部下の変化にいち早く気づき、相談対応、職場環境の改善などを
行う「ラインによるケア」の重要性を周知しました。
産業医による衛生講話も毎年開催しており、2017年は「いますぐ禁煙」をテーマとした喫煙の健康リスクに関する講話を、本社事
務所、鵜飼工場、総領工場に勤務する従業員が聴講しました。

2015年度 2016年度

2名

15名

2017年度

両立支援制度
実績

健康管理
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